
山梨大学学術リポジトリへの
研究成果物の登録協力のお願い

平成19年8月24日

山梨大学附属図書館



今年度より山梨大学学術リポジトリ
の構築をスタートします。

教育研究成果物の提供に、
ご協力をお願いします 。

※教育研究成果物・・・学術雑誌掲載論文

科学研究費補助金成果報告書
学会発表資料
教材講義資料



山梨大学学術機関リポジトリとは・・・？
（Institutional Repository ）

・山梨大学で生産された

さまざまな教育研究成果物を

○収集

○保管

○発信

するインターネット上の公開書庫です。



世界でのリポジトリの現状

・現在（２００７年８月）、

の学術機関リポジトリが稼働し、

約１０００万論文が公開されています。

（http://www.opendoar.org/）。
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日本のリポジトリの現状

 現在（２００７年７月現在）、日本では

の学術機関リポジトリが稼動しています

（うち国立大学法人49件）

（http://www.openaccessjapan.com/）。
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学術機関リポジトリを行うメリット

 研究成果のアピール向上

 教育・研究成果の永続的保存

 研究・教育成果の共有

 社会に対する説明責任

 大学ブランド力の向上



研究成果の従来の投稿と、
リポジトリへの登録のイメージ

・学術雑誌掲載論文
・プレプリント
・科学研究費補助金成果報告書
・学位論文
・etc.・・・・

山梨大学
学術リポジトリ

学術雑誌等

山梨大学の研究者

世界の研究者



皆さまの教育研究成果
の提供をお願いします。

・学術雑誌掲載論文
・プレプリント
・科学研究費補助金成果報告書
・テクニカルペーパー
・学会発表資料
・学位論文
・教材講義資料・・・etc.



教育研究成果の提供方法

 メールに電子データ（ＰＤＦ，Word、Excel etc…）を添付して、
送信

 図書館へＣＤ－ＲＯＭ等の電子媒体

もしくは紙の形のままで図書館へ直接提出。

→リポジトリへの登録は図書館で行います

（基本的に公開はＰＤＦファイルに変換して行います）。



問い合わせ先

 著作権の問題等、ご不明な点がございましたら

下記まで、お問い合わせ下さい。

 図書館 山梨大学学術リポジトリ担当



皆様のご協力を
お願いいたします。

8月24日 附属図書館
学術リポジトリ担当


